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建設の基本方針もきまる
第一次産業の転職者・中高令層を雇用
出荷額は1500億から2000億円に

　7月12日に内定を受けた日向、延岡地域の新産業都市の問題

は、その後経済企画庁、建設省、通産省など関係各省で将来に

対する建設計画の策定が進み、内閣総理大臣を申心に、その諮

問機関である地方産業開発審議会で審議を重ね、細部にわたっ

て検討されてきました。その結果、さる24日内閣から正式に指

定することを発表し、1月50日付総理府告示第3号によって公

示決定しました。またこの公示と同時に、日向延岡地域に対し

て10ケ年間にわたる長期の建設基本方針も発表されました。基

本方針の内容は当地域に対して約1千億円の巨費を投じて、道

路、港湾、都市計画、工業用地の造成、工業用水の導入をはじ

め、農林漁業、教育、社会福祉など将来大規模の工業開発拠点

として、あらゆる都市機能が充実されるよう計画が建てられて
います。

　新産業都市の建設は、ご存知のように新しい住みよい工業都

市をつくることがねらいですが、一地域あるいは宮崎県という

極部的経済発展のためのものでなく、南九州の開発という国土

総合開発の理想に基ずくものです。こういつた観点に立ったと

き、わたしたち地域庄民に課せられた使命は非常に重大なもの

があります。これからあらゆる建設事業がおしすすめられ、わ

たしたちの日向市も、新しい街として姿を変えて行くわけです

が将来の繁栄のため、これからの方向をしっかり見極め、そし

てこめ百年の大計に誤りのないよう、これからもお互いに理解

’し協力し合わなければなりません。なお参考までにごんど示さ

れた日向延岡地域の建設方針をお知らせしましよう。

　　　　　レ建設の基本方針く

〔工業開発の目標〕＝当面既存の化学工業、化学繊維工業、食

料品工業の開発を中心とするが、これにあわせて関連産業、地

場資源を活用する新規の工業開発を促進する。昭和45年度にお
ける工業生産の規模は、おおむね1駒0億円ないし2000億円と見

込まれるが将来の工業生産の規模としては、おおむね3．500億

円ていどを見込む
〔人ロの規模と労働力の需絵〕＝昭和35年度の人口総数は約22

万人だが、将来の工業開発の目標を達成し、それに伴う都市機

能が充実すれば人口はおおむね40万人ていどに達すると見込

む。また大幅に増加する労働力の需給に対しては新規労働力を

あてるとともに、第一次産業からの転職者を含む中高令層の
雇用を促進し、労働力需給の計画的な調整を進め雇用の安定を

はかる。

　このため産業教育、職業訓練を充実する。

〔土地利用の構想〕＝細島の工業開発を主軸として地区全体の

秩序ある土地の利用を計画する・このため将来の人口および産

業の規模に応じて市街化を計画する区域を想定し、その区域内
については工場用地、住宅用地、公園緑地などを合理的た配置

し、住宅と工場の混在および工場公害の発生を防止するよう土

地利用の構想をたてる・その他の地区については、農地、自然

景観の保全に努める。

以上の構想に基づいて土地利用計画を次の万針により作成する

　①細島の埋立地とその隣接地を新たな工業用地とする。関連

企業等の用地は五ケ瀬川と塩見川河口などに計画的にまとめ

る。　②住宅団地は小丘陵地などにおく　③海岸地帯などの自

然景観を保護し、農林漁業のための用地水面を確保する。

〔施設の整備〕＝工業開発の目標達成に必要な工業用地を確保

し、細島地区に必要な用地を造成する。また将来の人口増加を

考え開発の度合に応じた宅地開発をする・

〔道路その他〕＝①北九州と結ぶ幹線道路を重点的に整備し、

日豊線の複線化やふえる貨

物のため公共埠頭を整備す

る。②上下水道を整備し、

公害防止のため工場排水の

処理については充分配慮す

る③地価の高騰で開発が妨

害されないよう配慮する。
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臨
時
市
議
会

職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

日
向
市
一
般
会
計
の
追
加
更
正

　
こ
と
し
に
な
っ
て
は
し
め
て
の
臨
時

市
議
会
か
「
月
三
十
「
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
さ
き
の
国
会
で
決
定
を
み
た

国
家
公
務
員
の
給
与
改
訂
に
華
ず
る
、

市
職
員
給
与
条
例
の
「
部
改
正
。
日
向

市
「
般
会
計
才
入
百
出
追
加
更
正
予
算

隔
離
病
舎
建
設
敷
地
と
し
て
三
千
四
平

万
メ
ー
ト
ル
（
九
百
九
丁
目
を
取
得
す

る
こ
と
な
ど
十
四
議
案
の
ほ
か
、
公
立

文
教
施
設
整
備
事
業
充
当
財
源
と
し
て

四
百
万
円
を
大
蔵
省
資
金
運
用
部
か
ら

借
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
専
決
事
項
三
件

て
全
部
原
案
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
で
は
次
に
そ
の
議
案
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

▽
日
向
市
職
員
給
与
条
例
の
「
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
さ
き
の
国
会
で
国
家
公
務
員
の
給
与

改
訂
か
な
さ
れ
ま
し
た
か
、
地
方
公
務

員
も
こ
の
改
訂
に
訳
し
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
て
、
国
の
改
訂
基
準
に
そ

っ
て
、
当
市
の
職
員
給
与
条
例
も
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

な
ど
を
可
決

▽
日
向
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
。
特
別
職
の
職
員

　
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
お
よ
び
費

　
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
。
消
防
団
条

　
例
等
の
↓
部
を
改
正
す
る
条
例
。

　
三
十
六
年
「
月
以
来
据
え
お
き
に
な

っ
て
い
た
市
議
会
議
員
の
報
酬
や
、
そ

の
他
特
別
職
員
、
各
種
委
員
会
の
委
員

消
防
団
役
員
等
の
報
酬
、
手
当
の
額
か

そ
の
後
の
社
会
経
済
の
実
情
に
沿
わ
ず

従
っ
て
大
部
分
の
市
は
昨
年
の
四
月
に

そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
し
た
か
、
当
市

は
市
役
所
大
火
、
そ
の
他
の
事
由
に
よ

る
市
財
政
の
実
情
か
ら
の
ひ
の
ひ
に
な

っ
て
い
ま
し
た
か
、
こ
の
機
会
に
財
政

に
見
合
っ
た
最
少
限
度
の
増
額
を
行
う

た
め
条
例
の
「
部
改
正
か
な
き
れ
ま
し

た
。▽

日
向
市
一
般
会
計
、
特
別
会
計
才
入

　
塩
出
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
。

こ
ん
ど
追
加
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計

と
も
「
般
職
員
の
給
与
増
額
、
議
員
報

酬
の
増
額
、
各
種
委
員
会
の
委
員
手
当

の
増
額
、
消
防
団
の
役
員
手
当
の
増
額

等
か
ほ
と
ん
と
で
、
一
般
会
計
の
追
加

額
は
九
百
二
十
八
万
円
、
特
別
会
計
の

追
加
額
は
六
十
八
万
九
千
円
で
し
た
。

な
お
「
般
会
計
の
予
算
絵
額
は
こ
ん
ど

の
追
加
て
六
億
［
千
七
百
三
十
二
万
四

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
市
有
財
産
取
得
に
つ
い
て

　
隔
離
病
舎
建
設
敷
地
と
し
て
三
千
四

百
平
方
は
　
（
九
百
九
坪
）
　
1
1
市
内
財
光

寺
谷
尻
（
老
人
ホ
ー
ム
横
）
を
取
得
し

ま
し
た
。
取
得
価
格
は
三
、
三
平
方
旨

当
り
一
千
円
で
す
。

　
な
お
隔
離
病
舎
は
プ
ロ
ノ
ク
平
家
建

（
四
百
二
十
二
平
万
“
）
、
工
費
八
百

九
十
四
万
円
で
す
で
に
着
工
し
ま
し
た

▽
市
起
債
及
び
償
還
方
法
（
専
決
）

　
昭
和
三
十
八
年
度
公
立
文
教
施
設
整

備
事
業
充
当
財
源
と
し
て
、
四
百
万
円

を
大
蔵
省
資
金
運
用
部
か
ら
借
り
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
利
率
は
年
六
分
五
厘
、
償
還
は
四
十

年
度
か
ら
五
十
八
年
度
に
わ
た
る
十
九

ケ
年
内
に
元
利
均
等
償
還
で
す
。
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魏雛宮崎工場の起工式
　　農業近代化・貿易振興にも一役

甥
春
の
火
災
予
防
運
動
孤

　
二
月
二
十
八
日
余
ら
三
月
十
三
日
ま

て
春
先
の
火
災
ノ
ー
ス
ノ
を
迎
え
て
、

冷
国
「
せ
い
に
春
の
火
災
予
防
運
動
か

行
な
わ
れ
ま
す
。
日
向
消
防
署
か
こ
の

ほ
と
ま
と
め
た
昭
和
三
十
三
年
か
ら
三

十
七
年
ま
て
五
ウ
年
間
の
日
向
市
内
の

火
災
発
生
状
況
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
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　細島臨海工業地区に進出の決ま・㌔共和製

糖、東洋果糖の総合甘味コンヒナ　　宮崎工

場の建設起工式は、さる26日午後1時から建

設現場である第三区の敷地で行なわれました

　起工式には会社側から菅貞人社長夫妻をは

じめ、地元から黒木知事、坂元県議会議長、

藤井市長、地元県市関係者、中央から農林、

通産、外務の各省の来賓など約3百名が出

席・神事のあと菅社長こ黒木知事らか工事の

無事を祈って力強く鍬入れをしました。

　あいさつに立った菅柱長は「みなさんの力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾強い援助のもとに起工式をあげることができ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真は共
ました。こんこは新産都市第一号の工場とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和製糖、
て県民のみなきんの期待にそうよう社員一同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東洋果糖
全力を傾注して、一日も早く工場を完成、ご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の総合甘
協力にむくいたいと思います」と感激のあい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味コンビ
さっをしました・続いて農林、通産、外務大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナート宮
臣の祝辞（代読）かあり、そのあと黒木知事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崎工撃　　1
か「総合甘味コノヒナートの進出　　農業近　建設ざ町、F

代化に大いに寄与するものであり、県民あげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る第三区
て喜び感謝しています。こんごとも県民と共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全景と鍬
に工場の発展のために全力をあげて協力しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れをす
す」とあいさつ、最後に藤井市長か地元民を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る菅社
代表して「十年も待ち望んでいた喜びの日が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長。
本日おとずれ、感激でいっぱいで」　関係者

各位の避惣力に重ねてお礼を申し述へます。

われわ　」元民はこの厚志に応えるよう協力

をおしまず、市民とともに工場の繁栄をお祈

りします」とあいさつしました。同社：は台

湾、キューバ、イラクから直接原料を輸入す

ることから貿易振興に果す役割、地元のテン

プンをもとにブドウ塘を生産し農業近代化に

寄与することなど当地域の開発のにない手と

して今後か大いに期待されています。

　なお、同社は投下資本34億円で、ことしの

10月には一部操業することになっています。
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地
区
別
に
出
張
相
談

　
　
無
料
心
配
ご
と
相
談
所

　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

民
の
心
配
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
福

祉
事
務
所
内
に
「
無
料
心
配
こ
と
相
談

所
」
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
か
、
も
っ

と
市
民
に
密
接
し
た
相
談
所
に
し
ょ
う

と
、
こ
の
ほ
ど
地
区
こ
と
に
相
談
所
を

開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
相
談
所
か
開
設
さ
れ
た
の
は
、

昨
年
の
「
月
で
、
そ
の
間
家
庭
問
題
、

生
活
問
題
、
結
婚
問
題
、
土
地
問
題
、

法
禅
問
題
な
ど
悩
み
の
解
決
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
か
、
相
談
所
か
福
祉
睾
務

所
内
に
一
ケ
所
で
あ
っ
た
た
め
、
忙
か

し
い
仕
事
の
あ
い
問
を
み
て
相
談
に
く

る
人
か
少
な
い
う
え
、
時
間
的
に
も
不

便
な
た
め
、
も
っ
と
広
く
市
民
み
ん
な

の
悩
み
の
解
決
に
あ
た
ろ
う
と
、
こ
ん

ど
の
地
区
別
に
相
談
所
を
開
設
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
同
協
議
会
で

は
あ
ら
か
し
め
次
の
八
地
区
に
相
談
所

を
開
設
し
、
相
談
員
も
次
の
と
お
り
き

め
ま
し
た
。
こ
の
相
談
員
の
ほ
か
弁
護

士
、
民
生
委
員
も
無
料
で
相
談
に
応
し

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
別
相
談
所
と
相
談
員
は
次
の
と

お
り
で
す
か
ら
、
大
い
に
こ
利
用
く
だ

さ
い
。
な
わ
相
談
の
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
の
で
こ
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

美
々
津
地
区
（
八
尋
露
光
、
児
玉
宗
相

談
員
）
、
細
島
地
区
（
黒
木
た
み
、
伊

藤
と
み
子
相
談
員
）
、
幸
脇
地
区
（
柄

本
秀
雄
、
福
田
正
行
相
談
員
）
、
山
高

地
区
（
田
村
栄
市
、
野
並
武
彦
相
談

員
）
亀
崎
地
区
（
杉
本
禎
作
、
成
合
藤

作
相
談
員
）
原
町
曾
根
地
区
（
三
樹
幸

夫
、
＝
樹
勝
義
相
談
員
）
、
塩
見
財
光

寺
地
区
（
山
中
精
蔵
、
児
L
市
蔵
相
談

員
）
岩
脇
地
区
（
児
玉
唯
治
、
児
下
も

よ
相
談
員
）
、
市
内
ム
ー
域
乱
情
行
政
相

所育保

＝入園児を募集申＝

←一
@”■111馳11■■四　　　。1翰9躰nIB，，　　9川1■1髄lr…　　鱒凧曜，151伽，．

　　　　　権現崎公園に

　　　牧水歌碑できる
　　　　8向市の観光宣伝に一役

　景勝を誇り、県定公園に指定きれた美々津

権現崎公園に、このほど郷土の歌人若山牧水

の歌碑か建ち9日に除幕式か行なわれまし…
た。歌碑は高さ23’1、幅13ヅの立派な目然

石で、牧水か青春時代に権現崎を訪れてよん

だ「海よかげれ水平線のくろみより雲よ出て…

来て海わたれかし」の一首かきざんてあ）ま

す。牧水の歌碑は市内では御宇ケ浦に次いで一

二番目、同公園を訪れた観光客の目をひいて歪
います（写真はその歌磧）　　　　　　　　；

叫II■1” k

　歪所

　　．希

　三社
　…協
　≡卑
　　　務
　　、局

　　　綾
　　　部
　　．末

　三吉

〆
曽

　
市
で
は
、
こ
と
し
の
四
月

【
日
か
ら
入
園
す
る
保
育
所

入
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す

入
園
児
の
募
集
人
員
は
、

上
町
保
育
所
i
六
〇
名

細
島
保
育
所
1
1
九
〇
名

正
念
寺
保
育
園
h
六
〇
名

美
々
津
保
育
園
d
六
〇
名
で

す
。

　
入
所
て
き
る
基
準
は
、
⑦

子
供
の
母
親
か
昼
問
家
庭
の

湿
て
仕
事
を
し
て
い
て
子
供

の
保
育
か
で
き
な
い
場
合
、

＠
子
供
の
母
親
か
昼
間
家
庭

，
：
＝
＝
：
＝
　
　
　
　
三
一
一
＝
F
；
一
　
　
　
：
一
三
＝
：
一

く堀

に
十
二
月
に
八
件
、
一
月
に
十
七
件
、

二
月
に
十
九
件
、
三
月
に
十
七
件
、
四

月
に
十
件
と
、
今
月
に
最
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
申
、

消
防
署
員
、
消
防
団
員
に
よ
る
各
家
庭

の
「
防
火
診
断
」
を
行
う
と
と
も
に
、

団
員
の
模
凝
演
習
な
ど
行
う
予
定
で
す

防
火
診
断
で
は
、
署
員
、
団
員
か
立
入

検
査
を
行
な
い
カ
マ
ド
、
配
線
な
ど
く

ま
な
く
検
査
し
、
不
備
な
点
は
そ
の
都

度
係
員
が
指
摘
し
ま
す
。
各
家
庭
で
は

火
災
予
防
に
対
し
て
一
層
認
識
を
高
め

て
い
た
だ
き
、
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
は

直
ち
に
改
善
し
、
火
災
の
な
い
日
向
市

を
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
サ
イ
レ
ノ
吹
鳴
、
打
鐘
に
よ

っ
て
消
防
団
員
の
非
常
召
集
を
行
な
い

消
火
器
具
の
点
検
、
模
疑
演
習
も
行
な

い
ま
す
。
演
習
の
サ
イ
レ
ン
、
打
鐘
は

二
声
（
ー
ー
）
で
す
か
ら
火
災
と
間
違

わ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
最
近
の
火
災
発
生
の
原
因
を
み
て
み

ま
す
と
、
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
も
の

か
非
常
に
め
だ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
子

供
に
つ
い
て
も
「
火
の
用
心
一
に
つ
い

て
徹
底
し
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

中
小
企
業
へ

　
　
　
　
一
難
ニ
百
万
円
ま
で

　
い
ま
ま
で
国
民
金
融
公
庫
の
貸
付
限

度
は
一
口
百
万
円
ま
で
で
し
た
か
、
こ

ん
ど
の
改
正
で
貸
付
の
限
度
か
二
百
万

円
ま
て
に
引
き
あ
げ
ら
れ
中
小
企
業
者

の
み
な
き
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
有
利
な

条
件
で
借
入
れ
か
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
．
、
改
正
に
な
っ
た
の
は
二
月
一

目
か
ら
で
、
個
人
企
業
者
の
み
で
、
法

人
企
業
等
は
従
来
ど
お
り
百
万
円
ま
で

で
す
。
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
商
工

水
産
課
か
、
商
工
会
議
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

5

｛
　
・
・
監
冨
邑
葺
叢
書

で
子
供
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
て
保
育
か
で
き
な
い
場

合
、
し
か
し
父
親
も
そ
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
て
、
ま
た
そ
の
た
め
の
使
用
人

が
い
る
家
庭
は
の
ぞ
か
れ
ま
す
。
⑱
母

親
の
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の

理
由
で
母
親
が
い
な
い
家
庭
等
で
す
。

　
申
し
込
み
は
、
上
町
保
育
所
、
細
島

保
育
所
、
正
念
寺
保
育
園
は
市
福
祉
事

務
所
へ
、
美
々
津
保
育
園
は
市
福
祉
事

務
所
、
ま
た
は
美
々
津
保
育
園
へ
。

　
締
切
り
は
今
月
二
十
日
ま
で
で
す
か

ら
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
わ
入
所
申
請
書
に
は
市
税
の
納
税

証
明
書
と
所
得
税
額
の
わ
か
る
書
類
を

そ
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
推
せ
ん
映
画
紹
介
▲

　
県
児
童
福
祉
審
議
会
と
日
向
市
青
少

年
問
題
協
議
会
で
は
、
次
の
映
画
を
児

童
向
推
せ
ん
映
画
と
し
て
き
め
ま
し
た

　
奇
跡
の
人
、
天
皇
家
の
生
活
、
青
き

　
ド
ナ
ウ
、
ク
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
物
語

＝
一
二
二
＝
：
　
　
　
　
ニ
ニ
一
一
＝
：
　
　
　
　
．
：
一
＝
＝
＝
一
．
　
　
　
ニ
ニ
一
二
＝
，
望

・
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ワ
　
　
ロ

言
題
、
一
品
円

餅
黛
乖

t
、
寿
冊

　亜　塞少
　ロ　追丁
駅放書
1

雛
g・・，

も

つ ’
1

〈’

」る’．

　
日
向
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、

不
良
文
化
財
追
放
運
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
こ
ん
ど
悪
書
追
放
に
の
り
だ
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
書
店
と
同
協
議

会
が
協
力
し
て
行
う
も
の
で
、
さ
る
十

八
日
に
は
一
万
円
相
当
を
か
け
て
日
向

市
駅
前
に
白
い
ポ
ス
ト
も
つ
く
り
ま
し

た
。

　
こ
の
ポ
ス
ト
に
は
市
内
の
悪
書
の
ほ

か
、
日
向
市
駅
乗
降
客
が
車
中
で
読
ん

だ
不
良
書
な
ど
こ
の
ポ
ス
ト
の
中
へ
入

れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
婦
協
の
協
力
も
得
て
市
内
を
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
青
少
年
を
健
全
に
育

て
る
た
め
に
「
悪
書
は
買
わ
な
い
、
見

せ
な
い
、
読
ま
せ
な
い
」
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
廻
る
一
万
、
各

，「

「
」
．

書
店
に
趣
意
書
を
配
布
、
，
協
．
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
　
　
て

　
写
真
上
に
駅
前
に
約
「
方
円
か
げ
て

つ
く
ら
れ
た
、
．
悪
書
を
．
入
れ
る
互
い
ポ

ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
　
．

＝大火からまる一年＝
　市役所で反省の行事．

　
昨
「
月
十
六
巳
三
豊
、
市

　
　
　
ロ
ロ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

役
所
講
堂
か
ち
火
を
拙
し
ず
、
．

市
庁
舎
を
全
焼
、
近
く
の
ア

パ
ト
ト
、
．
商
店
を
焼
い
た
市

役
所
大
火
か
ち
「
年
。
．
市
役

所
で
は
十
六
日
に
反
省
の
行

事
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
、
夜
申
の
午
前
零
時
に
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
ル
、
　

　
　
　
　
　
　
　
消
防
自
・
ズ
・

弓
馬
ぜ
ン
プ
に
よ
る
消
火

訓
練
を
行
な
っ
た
あ
と
、
藤

　
　
　
〆

　
井
市
長
や
職
員
百
五
十
人
が

　
　
「
あ
の
よ
う
な
災
厄
は
二
度
と

　
く
り
か
え
す
ま
い
」
と
誓
い
を

　
，
新
た
に
祈
願
し
ま
し
た
。

　
　
八
時
半
に
は
全
職
員
が
も
と

μ
　
の
市
役
所
広
場
に
集
合
し
、
消

　
・
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行
な

　
♂
、
ス
ト
ー
ブ
、
火
鉢
、
エ
ン

　
ト
ツ
、
非
常
持
ち
出
し
書
類
の

　
点
検
、
整
理
を
し
ま
し
た
。
ま

　
た
当
日
防
火
査
察
を
行
一
．
た
馬

　
場
消
防
団
長
ら
は
「
大
火
の
に

　
が
い
経
験
を
も
っ
て
い
る
だ
け

　
に
、
仮
庁
舎
で
事
務
を
と
っ
て

　
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防
火

　
態
勃
は
全
般
的
に
み
て
極
め
て

　
良
好
で
あ
る
」
と
査
察
の
結
果

　
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
下

　
ロ
は
消
火
訓
練
を
す
る
市
職
員

　
一
は
↓
綾
部
末
吉
さ
ん
へ

　
　
談

　
　
相
宮
崎
行
政
監
察
局
で
は
、

　
　
情
　
　
み
な
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る

　
　
苦
　
苦
情
を
受
け
つ
け
て
各
関
係

　
　
政
　
磯
関
に
連
絡
、
解
決
に
あ
た

　
　
行
っ
て
い
ま
す
が
、
．
さ
ら
に
苦

　
　
　
　
情
申
し
出
人
の
便
利
を
は
か

り
、
ま
た
行
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の

で
意
見
、
ご
希
望
を
し
っ
か
り
つ
か
ん

・
で
、
行
政
の
民
主
化
を
お
し
す
す
め
る

．
た
め
、
各
地
に
「
行
政
苦
情
相
談
協
力

委
員
」
を
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
力
委
員
の
仕
事
は
、
行
政
に

関
す
る
苦
情
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
、

」こ

黷
�
e
切
に
聞
い
て
当
局
へ
連
絡
す

る
こ
と
、
こ
の
連
絡
で
当
局
の
と
っ
た

解
決
結
果
を
苦
情
申
も
出
人
に
知
ら
せ

る
こ
と
、
そ
の
ほ
か
行
政
苦
情
相
談
の

普
及
宣
伝
を
行
う
こ
ど
が
主
な
仕
事
で

す
。
巳
向
市
で
は
、
て
の
苦
情
相
談
協

／
力
委
員
に
綾
部
末
吉
さ
ん
H
市
内
亀
崎

北
区
・
（
九
電
営
業
所
前
）
が
決
ま
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
が
国
の
機
関
や
県
、

●

市
町
村
が
国
か
ら
ま
か
さ
れ
て
行
う
仕

事
に
つ
い
て
日
ご
ろ
不
満
を
い
だ
き
、

疑
問
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
ご

遠
慮
な
く
協
力
委
員
に
申
し
で
て
く
だ

き
い
。

　
申
し
出
人
の
秘
密
は
堅
く
守
り
、
ま

た
相
談
料
も
無
料
で
す
か
ら
ど
ん
な
こ

と
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
転
、
4
お
市
役
所
で
は
、
市
民
相
談
室
と

協
力
委
員
の
緊
密
な
連
け
い
を
は
か
る

た
め
、
市
民
相
談
室
係
長
を
連
絡
担
当

係
員
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
し
ど

し
ご
利
用
く
だ
山
、
・
い
。

　
官
公
庁
だ
よ
り

　
　
　
　
　
・
・
郵
便
局
・
・

30

怏
~
が
当
る

　
「
幸
運
の
定
額
貯
金
」
を
発
行

　
郵
政
省
で
は
、
二
月
一
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
割
増
金
付
の
第
二
十
一
回

「
幸
運
の
定
額
貯
金
」
を
全
国
の
郵
便

局
窓
口
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
「
口
の
預
入
金
額
は
千
円
で
、
す
え

置
き
期
間
は
「
ケ
年
で
す
。
割
増
金
は

特
賞
A
H
三
〇
万
円
、
特
賞
B
睦
一
〇

万
円
、
　
「
等
H
【
万
円
、
二
等
目
千
円

三
等
目
五
百
円
、
四
等
H
三
百
円
、
五

等
目
七
〇
円
、
等
外
口
四
〇
円
と
な
っ

て
お
り
、
等
外
で
も
年
利
四
分
に
当
る

割
増
金
が
つ
き
ま
す
。
抽
せ
ん
は
三
月

十
日
、
当
せ
ん
番
号
は
郵
便
局
の
窓
口

に
発
表
し
、
割
増
金
は
三
月
二
十
「
日

か
ら
全
国
の
郵
便
局
で
支
払
い
ま
す
。

　
こ
の
定
額
貯
金
は
、
貯
金
を
し
な
が

ら
「
方
で
は
幸
運
の
く
じ
が
楽
し
め
る

一
石
二
鳥
の
貯
金
と
し
て
毎
回
好
評
を

得
て
お
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

鴨「

　
中
金
公
庫

　
　
　
貸
付
相
談
日
を
開
設

　
中
小
企
業
金
融
公
庫
で
は
、
中
小
企

業
育
成
資
金
等
の
貸
付
け
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ご
利
用
に
な
ら
れ
る
み
な

さ
ん
の
便
利
を
は
か
る
た
め
、
二
月
か

ら
毎
月
「
貸
付
定
例
相
談
」
を
開
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▽
開
設
日
陰
毎
月
第
三
木
曜
日

▽
時
間
ほ
午
前
九
時
～
午
後
四
時

▽
会
場
」
県
信
用
保
証
協
会
会
議
室

　
資
金
の
貸
り
う
け
を
希
望
さ
れ
る
と

き
は
、
こ
の
相
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。

　　　就職・進学されるみなさんへ

　　　　　　　　　　戸籍謄抄本は早目にお申し聞くださし・

　これから3月、4月の就職、進学期をひかえて、戸籍謄本や抄本をとられる万
が非常に多くなります。市民課では去る1月の大火で焼失した戸籍原簿の復元事
務にっとめていますが、まだ半分ぐらいしか復元できていません。復元できてい
ない人の謄抄本は、’法務局から借りた書類をもとに調査作成し、誤りρないよう

綿密に調べなければなりませんので、一通の謄抄本ができあがるまでに少なくと
も2、3日はかかります。これから3、4月にかけて市民課の窓口は、こういつ
た事情で非常に混雑、しますので、戸籍謄抄本ご入用の方は2、3日前にお申し込
みください。
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